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いよいよウィンドウズが一本化される。5年以上にわたって使われてきたウィ
ンドウズ9x系OSはウィンドウズMeでその役割を終え、ウィンドウズ

2000をベースにした新しいOSとして、ウィンドウズXPが誕生する。
Experienceを意味するXPを御旗に持ったこの新世代OSを、インターネット
対応の面から見ていくことにしよう。 山田祥平

ブロードバンド時代の新OS

ウィンドウズXXPPの
次世代ネットワーク対応

すでに米国では、ウィンドウズXPの出荷開

始が10月25日であることが表明されている。

これまでの例からいっても、そこから大きなタ

イムラグをあけることなく、日本語版が出荷

されるだろう。これに伴い、従来のウィンド

ウズMeはなくなり、ウィンドウズ2000をベ

ースとした新しいOSとして、ウィンドウズXP

が、今後のパソコン用OSのメインストリーム

となるわけだ。MS-DOSの時代から増築改築

を繰り返しながら、32ビット時代への橋渡し

をしてきたウィンドウズ95からの流れが、こ

れでついにその使命を終えるのだ。

ウィンドウズXPには、個人向けのホームエ

ディションと、ビジネス向けのプロフェッショ

ナルの2種類が用意される。つまり、量販店

に並ぶ多くのパソコンにプレインストールされ、

普通の人が利用することになるのは、ホーム

エディションのほうだ。

ホームエディションはプロフェッショナルの

サブセットにあたり、ドメインへのログオン機

能などが省略されている。また、両者とも

NetBEUIなどの古いプロトコルが標準サポー

トされなくなった点にも注意したい。

なお、さらにハイエンド向けのサーバー製品

については、この両エディションよりも遅れて

の出荷が予定されている。

新時代のウィンドウズ XP

日本では11月上旬登場予定

個人向けのホームエディションと
オフィス向けのプロフェッショナル

ウィンドウズXPの新しいGUI環境「Luna」。
従来のような画面にも、デスクトップテー
マ（Windows Classic）で切り替えられる。

■インストールに必要なスペック（日本語版ベータ2）

CPU 233MHz以上

メモリー 64Mバイト以上
（128Mバイト以上を推奨）

HDD 650Mバイト以上の空き容量
（ディスク全体では2Gバイト以上）

ウィンドウズXPのラインアップ

ウィンドウズ98/Me ウィンドウズXP
ホームエディション

ウィンドウズ2000
プロフェッショナル

ウィンドウズXP
プロフェッショナル

・ドメインへのログオン機能
の省略
・Administrator廃止

・複数CPU対応
・各種サーバー機能

NetBEUI（ネットビューイ）：1985年にIBMが開発したネットワークプロトコル。おもに小規模なLANで、ファイルやプリンターの共有に用いられる。インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
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INTERNET magazine 2001/7 237Windows Based Terminal（ウィンドウズ・ベースド・ターミナル）：ネットワーク経由でウィンドウズNT/2000サーバーのアプリケーションを利用できる端末。アプリケーションそ
のものはサーバー側で実行され、画面情報のみが端末に送られる。

マシンの共有も簡単に
家庭で使われるパソコンでは、家族が1台

のマシンを共有する使い方が想定されるが、

ウィンドウズXPのログオン画面は、より親し

みやすいグラフィカルなものとなる。各ユーザ

ーごとのグラフィックスは自由に設定でき、プ

ログラムを動かしたままでのユーザーの切り替

えも可能となる。このことで、姉がメール受

信を行わせたままで、妹がワープロでの作業

をするといったこともでき、受信したメールの

数などもログオン画面で確認できる。

リモートデスクトップで遠隔ログイン
リモートデスクトップを使えば、ネットワー

ク接続されたウィンドウズXPパソコンをネッ

トワーク経由で操作することができる。もち

ろん、インターネット経由での接続も可能だ。

この機能は従来よりあったWindows Based

Terminal（WBT）を拡張したもので、ウィ

ンドウズXPパソコンは、リモートプロパティ

を変更するだけでサーバーとして機能するよう

になる。また、リモートアシスタンスは同様の

接続で、離れたところにあるパソコンを共有

する機能だ。鍵に相当するファイルを送るこ

とで、相手が期限付きで自分のパソコンをリ

モート操作できるようになる。こちらはおも

に、遠隔でのサポートを目的にして用意され

た機能だ。

ウィンドウズXPのログイン画
面。ログインするユーザーが
簡単に変更でき、未読メール
などもここに表示される。

ウィンドウズXP側では、システムのプロパティで
リモートデスクトップを使うように設定するだけ。

リモートデスクトップのクライアント。ウィンドウズ
98/Me/2000などにもインストールできる。

ウィンドウズ98からリモー
トデスクトップを使った例。
デスクトップだけでなく、
ハードディスクやCD-ROM
なども共有可能。

リモートデスクトップ

ウィンドウズ98/Me

ウィンドウズXP 
プロフェッショナル 

LAN内のパソコンでウィンドウズXPのデ
スクトップ環境がそのまま操作できる。
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238 INTERNET magazine 2001/7 IEEE1394（アイ・トリプル・イー1394／Institute of Electrical and Electronics Engineers 1394）：パソコンの周辺機器だけでなく、映像機器なども接続できる高
速なシリアルバスの規格。デジタル映像機器の「DV端子」、マッキントッシュの「FireWire」、ソニー製品の「i.LINK」などはすべてIEEE1394の通称。

PPPoE対応でADSLもOK！
おなじみのネットワーク接続ウィザードで

は、インターネット接続先の作成において、

「広帯域の接続」をサポートするようになる。

これは、東西NTTのフレッツ・ADSLなどで

使われているPPPoEのことだ。これで、特別

なソフトウェアを使うことなく、従来のダイア

ルアップ接続と同じ感覚で、DSLモデムを経

由したブロードバンドでのインターネット接続

が可能になる。

ウィンドウズMeにあったWinipcfg.exeは

なくなるが、各接続ごとにそのプロパティから

IPアドレスやサブネットマスク、デフォルトゲ

ートウェイなどを確認できるようになり、

DHCPの更新などもここからできる。従来の

ウィンドウズ2000では、ipconfig.exeをコ

マンドラインで実行しなければならなかった。

多彩なホームネットワークに対応
通常のイーサネットによるLANだけでなく、

家庭内のネットワークにはIEEE1394や無線

LAN、HomePNAなどの複数の接続方法が

登場している。ウィンドウズXPではこうした

各種のネットワークにも標準で対応していて、

これらのネットワークを束ねるブリッジ機能も

提供される。通常の場合、いくつものネット

ワークが混在している環境では複数のIPアド

レスとサブネットを扱わなければならないが、

ウィンドウズXPではあるネットワークから別

のネットワークへの透過的な接続を可能にす

る。つまり、IEEE1394で接続されたパソコ

ンから、ADSLモデムを経由してインターネッ

トに接続するといったことが簡単に実現でき

るようになるのだ。

さらに、ドメインに所属していないクライア

ントの場合には、ネットワーク接続の設定は、

ホームネットワークウィザードとして統合され、

これまでは面倒だったインターネット接続共

有の設定もここで対話的に設定することがで

きる。数台のパソコンをつないで、インター

ネット接続を共有するような、家庭での使い

方では設定が簡単で、にわかネットワーク管

理者にとってはありがたい機能だ。

PPPoEが標準でサポートされているので、
特別なソフトウェアのインストールは不要。

PPPoEによる接続は、通常のダイア
ルアップ接続と同じ感覚でできる。

ホームネットワークへの対応

インターネットへの接続の設定は、接続
を共有する場合も含めてホームネットワ
ークウィザードという形に統合された。

無線LAN 
（IEEE802.11b） 

ウィンドウズXP

CATV、ADSLなど IEEE1394

電話線（HomePNA） 

インターネット接続の共有は、イーサネ
ットだけでなく無線 LANやHomePNA、
IEEE1394でも可能。
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INTERNET magazine 2001/7 239P2P（Peer to Peer／ピア・ツー・ピア）：ネットワークに接続された個々のマシンが直接データをやりとりする通信形式。ウィンドウズやマッキントッシュによるLAN内のファイル共
有が代表例だが、近年ではインターネットを経由したマシンどうしが直接通信する、メッセージングソフトやファイル交換ソフトが話題となっている。

セキュリティーやネットワーク管理ツールも充実
LANやモデムなどの各接続先に関しては、

それぞれの詳細プロパティで、ファイアーウォ

ールに関する設定ができ、httpやtelnet、

SMTPといった代表的なプロトコルについて、

外部からのアクセスを許可するかどうかを指

定できる。

また、ネットワーク上で実行されているプ

ログラムに対して、TCPやUDPでのポート番

号やその範囲を指定するような詳細な設定も

可能だ。ファイアーウォールはログを取ること

もできるため、自分のコンピュータがインター

ネットを経由して不要な攻撃を受けていない

かを監視して、それに応じた対策を練るため

の材料としても利用できる。

また、タスクマネージャにはネットワークタ

ブが新設され、ネットワークの使用率が監視

できるようになった。接続を共有している場

合には複数のネットワークの使用率を一度に

見ることができる。このほかにも、さまざまな

標準アプリケーションで、ネットワーク管理

に便利な機能が数多く搭載されている。

今後のPCにとって、セキュリティーをどの

ようにユーザーに意識させるかは重要な課題

だが、ウィンドウズXPではこうした設定を個

別に設定できるだけではなく、ホームネットワ

ークウィザードを使うことで、ネットワークに

関する知識のないユーザーにも容易に設定で

きるようにしている点が目新しい。

タスクマネージャにはネットワークの状況を表示する
機能が加わった。

外部からのアクセスを制御する「インターネット接続
ファイアウォール」の設定画面。

各種のプロトコルに対して、アクセスを許可するかど
うかを決められる。

ファイアーウォールのログを取っておけば、どこから攻
撃があったかを確認できる。

ブロードバンド時代を迎えて
ウィンドウズはどう変わっていくのか
ブラウザーはInternet Explorer 6.0、標準

メールソフトはOutlook Express 6.0と、環

境としてのOSは変わっても、インターネット

の基本的なアプリケーションに大きな変化は

ない。しかし、随所でその統合化が図られ、

ブロードバンド常時接続時代にピタリと照準

を合わせようとしていることに気がつく。

たとえば、コントロールパネルから日付と

時刻のプロパティーを開いてみると、新たに

インターネット時刻というタブが新設されて

いる。ここでタイムサーバーを指定して、時

刻の同期をとることができるわけだ。また、

OSの不正コピーを防止するために、製品を

オンラインで登録する「アクティブ化」と呼

ばれる仕組みも組み込まれた。もちろん、そ

の作業にもインターネットが使われる。

このほかにも、MSNメッセンジャーなどの

標準装備によるP2Pへの対応など、マイクロ

ソフトの次世代戦略「.NET」が、いろいろ

な面で見え隠れしている点も興味深い。

ウィンドウズXPは現在はベータ2だが、こ

のペースでいけば6月にはRC、8月にはRTM

と呼ばれるリリースへと進んでいく。USB2.0

やBluetoothのサポートなど、いまだに不透

明な部分についても、そこで次第に明らかに

なっていくはずだ。

WindowsXP

インストールしたウィンドウズXPは、「アクティブ化」
と呼ばれるオンラインによるユーザー登録を行わなけれ
ばならない。
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